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徳
風
会
主
催
の
令
和
6
年
度
山

口
町
内
出
身
戦
没
者
慰
霊
祭
が
、

9
月
22
日
の
10
時
か
ら
、
山
口
町

徳
風
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
仏
式
で
す
。

　
山
口
町
の
慰
霊
行
事
は
古
く
、

明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
の
西
南

の
役
の
慰
霊
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
、

当
時
の
山
口
国
民
小
学
校
校
庭
の

南
西
に
旌せ

い
忠ち
ゅ
う

碑ひ

を
建
立
。
昭
和
16

（
１
９
４
１
）
年
に
は
忠ち

ゅ
う

霊れ
い

塔と
う

が

並
ぶ
形
で
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
旌

忠
碑
は
、
後
に
下
山
口
4
丁
目
の

御
旅
所
に
移
設
さ
れ
、
忠
霊
塔
は

昭
和
18
年
春
に
完
成
し
て
山
口
小

学
校
の
校
庭
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
22
年
、
敗
戦
に
伴

う
政
教
分

離
政
策
を

受
け
て
、

上
山
口
字

尼
の
子
山

に
移
設
を

開
始
。
昭

和
23
年
に

は
移
設
が

完
了
し
現

在
に
至
り

ま
す
。

公
民
館　　だ

よ
り

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

に
予
定
さ
れ
た
公
智
神
社
の
秋
祭

り
の
宵よ

い
宮み

や
に
備
え
た
3
台
の
だ
ん

じ
り
の
細
工
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
説
明
を
聞
い
た
り
、
そ
の
雄

姿
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
古
代
衣
装
行
列
が

山
口
セ
ン
タ
ー
に
到
着
す
る
と
、

　
山
口
地
域
で
開
催
さ
れ
た
秋
の

イ
ベ
ン
ト
、「
西
宮
山
口
ア
ル
キ

ナ
ー
レ
２
０
２
４
」
が
、
10
月
12

日
の
13
時
に
幕
が
上
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
金
仙
寺
地
区
を
通
り
、

樋
ノ
谷
歩
道
橋
か
ら
山
口
地
域
の

絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

山口ホールでの注意事項説明

散策コース

戦
没
者
慰
霊
祭

健脚コース

山口町郷土資料館を見学する
石井西宮市長

古代衣装の子どもたち

孝徳帝の古代衣装行列 名来地区（畑山の右に丸山）

すみれ台
（畑山を背に、左に丸山）船坂（右に畑山、丸山は見えません）

3台のだんじり

　
ぼ
く
は
、
お
散
歩
と
川
遊
び

が
大
好
き
な
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
・

レ
ト
リ
バ
ー
で
す
！

　
お
姉
ち
ゃ
ん
を
駅
ま
で
見
送

り
、
マ
マ
と
お
散
歩
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
‼

�

田
中
り
ょ
う
ま
（
3
歳
）

広告

発　行
山口地域コミュニテイ

編　集
宮っ子山口版
編集委員会

第11回

ふ
る
さ
と
再
発
見

　
今
回
は
、「
歴
史
と
自
然
を
満

喫
す
る
」
と
銘
打
ち
、
丸
山
健
脚

コ
ー
ス
約
6.5
㎞
と
、
山
口
散
策

コ
ー
ス
約
4
㎞
に
分
か
れ
て
秋
の

山
口
地
域
を
満
喫
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。
当
日
は
、
気
温
が
28
度

に
な
る
ほ
ど
の
夏
日
で
し
た
が
、

木
陰
に
入
る
と
風
が
さ
わ
や
か
に

感
じ
る
日
で
し
た
。

　
山
口
散
策
コ
ー
ス
は
、
山
口
地

域
の
田
園
風
景
の
一
つ
で
あ
る
西

川
沿
い
を
歩
き
、
す
み
れ
台
前
の

道
を
上
山
口
方
面
に
歩
き
ま
す
。

▽
冬
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会

日

　時
：
1
月
11
日
㈯

　
　
　　
11
時
～
11
時
半

場

　所
：
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

対

　象
：�

0
歳
か
ら
の
子
と
保
護
者

申
し
込
み
：
不
要
　
自
由
参
加

▽
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

日

　時
：�

1
月
15
日
㈬
～
18
日
㈯

　
　
　　
15
時
～
16
時
半

　
　
15
日
㈬
ふ
う
せ
ん
ボ
ー
ル

　
　
16
日
㈭
プ
ラ
バ
ン

　
　
17
日
㈮
ス
ラ
イ
ム

　
　
18
日
㈯
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ

場

　所
：
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

対

　象
：
4
歳
～
小
学
生

申
し
込
み
：�

不
要
　
先
着
順
・
先
着

30
人

詳
細
は
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８・

９
０
４・

２
０
５
５

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 

丸
山
と
畑
山
の
位
置
に
つ
い
て

　
山
口
地
域
の
各
地
区
か
ら
丸
山

と
畑
山
を
眺
め
る
と
、
見
え
る
位

置
が
変
化
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
に
山
口
小
学
校

で
写
生
の
授
業
が
あ
り
、
丸
山
と

畑
山
を
描
い
た
児
童
が
、
畑
山
の

前
に
丸
山
が
位
置
す
る
風
景
を
描

き
ま
し
た
。
他
の
地
区
の
人
か
ら

「
山
の
配
置
が
お
か
し
い
」
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
丸
山
と
畑
山
は
、
丸
山
ダ
ム
を

挟
ん
で
少
し
だ
け
離
れ
て
お
り
、

見
る
場
所
で
見
え
る
位
置
が
異
な

り
ま
す
。
名
来
地
区
で
は
右
に
丸

山
の
峰
が
見
え
て
、
左
側
に
畑
山

の
峰
が
見
え
る
よ
う
で
す
。

　
各
地
区
の
写
真
の
よ
う
に
、
な

じ
み
の
山
の
見
え
る
位
置
が
変
わ

る
こ
と
は
、
山
口
地
域
で
暮
ら
す

人
々
に
と
っ
て
小
さ
な
楽
し
み
で

も
あ
り
ま
す
。

▼
新
春
の
集
い
【
山
口
寄
席
】

　
1
月
15
日
㈬
14
時
～
15
時
半

　
・
参
加
費
：
無
料

　
・
対
　
象
：
一
般

　
・
先
　
着
：
１
３
０
人

　
・
出
　
演
：
笑
福
亭
恭
瓶
　
他

▼
大
河
ド
ラ
マ
【
べ
ら
ぼ
う
】

　
1
月
26
日
㈰
13
時
半
～
15
時
半

　
・
参
加
費
：
無
料

　
・
対
　
象
：
一
般

　
・
先
　
着
：
40
人

　
・
講
　
師
：
春
風
公
民
館

　
　
　
　
　
　
霜
澤
喜
代
子
さ
ん

　
1
月
の
講
座
は
12
月
か
ら
申
し

込
み
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

☎
０
７
８・

９
０
４・

０
２
８
７

　
さ
ら
に
、
山
口
町
郷
土
資
料
館

で
、
竹
あ
か
り
や
古
代
衣
装
の
見

学
、
山
口
地
域
の
歴
史
を
見
て
、

出
発
地
点
の
山
口
セ
ン
タ
ー
に
戻

り
ま
す
。

　
健
脚
コ
ー
ス
は
、
富
士
山
の
約

10
分
の
１
の
高
さ
を
誇
る
丸
山
に

孝
徳
帝
に
扮ふ

ん
し
た
石
井
登
志
郎
西

宮
市
長
を
先
頭
に
3
台
の
だ
ん
じ

り
が
後
を
追
い
、
公
智
神
社
に
宮

入
り
し
て
記
念
撮
影
が
で
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
晴
れ
渡
る
絶
好
の
行
楽

日
和
と
な
り
、
参
加
者
は
軽
い
疲

れ
を
楽
し
む
よ
う
に
帰
路
に
就
い

て
い
ま
し
た
。

西
宮
山
口
ア
ル
キ
ナ
ー
レ
特
集

西
宮
山
口
ア
ル
キ
ナ
ー
レ
特
集

ア
タ
ッ
ク
す
る
コ
ー
ス
で
す
。
山

口
セ
ン
タ
ー
を
13
時
40
分
に
出
発

し
、
有
馬
川
緑
道
を
通
っ
て
秋
の

気
配
を
感
じ
、
金
仙
寺
湖
を
眺
め

な
が
ら
、
一
気
に
丸
山
山
頂
を
目

指
し
ま
す
。そ
の
後
は
、散
策
コ
ー

ス
の
後
を
追
う
よ
う
に
山
口
町
郷

土
資
料
館
で
見
学
を
行
い
山
口
セ

ン
タ
ー
に
戻
り
ま
す
。

　
山
口
セ
ン
タ
ー
前
で
は
、
翌
日

戦
没
者
慰
霊
祭

山
口
の
風
景

　
下
山
口
地
区
で
は
名
来
地
区
と

同
じ
く
右
に
丸
山
が
あ
り
、
左
後

ろ
に
畑
山
の
峰
が
望
め
ま
す
。

　
上
山
口
地
区
で
は
畑
山
を
バ
ッ

ク
に
丸
山
が
前
に
見
ら
れ
、
す
み

れ
台
地
区
か
ら
の
眺
望
は
左
に
丸

山
、右
に
畑
山
の
峰
が
見
え
ま
す
。

な
お
、
畑
山
山
頂
に
は
通
信
用
ア

ン
テ
ナ
が
あ
り
、識
別
で
き
ま
す
。

畑山畑山

畑山畑山
丸山丸山

畑山畑山
丸山丸山

西宮市山口町下山口 5－17－13
リバティービル 1階

各種健康保険取扱い
自賠責（交通事故）、労災保険適用

TEL078－907－5388
骨折、脱臼、打撲、捻挫
挫傷（肉離れ）、その他スポーツ等
での怪我全般

診療時間
（午前）8：00～13：00
（午後）15：00～20：00

月
○
○

火
○
○

水
○
休

木
○
○

金
○
○

土
○
○

日
休
休

至 三田

至 宝塚

コープ

北六甲台

GS

不動寺
有馬川

西宮北I.C

〒

天上橋

新明治橋

明治橋東詰
★宮野接骨院

82

176



（₃） （₂）　 　第371号 第371号令和₇年₁月₁日 令和₇年₁月₁日や ま ぐ ち や ま ぐ ち

家庭での生活が困難な60歳以上の方が低料金でサービスが受けられる

- - -問い合わせ

高台に立ち、絶景が望める空気のきれいなところ

広告

セントポーリア愛の郷
特別養護老人ホーム
社会福祉法人緑峯会入居者募集入居者募集

施設見学
大歓迎！

笑顔で対応します！
受付時間　9:00～17:00

078-907-1165（担当：西垣）
兵庫県西宮市山口町上山口 1584-1

食事がおいしい
（料理療法も盛んです）

● 特養 １１０床・ショートステイ 10床

● 全室個室 ： トイレ、洗面完備

● ユニット型 ： １０名程度のなじみのグループで生活
楽しい音楽療法、イベント充実
（音楽療法士３名が対応）

広告

やまぐち・トピックスやまぐち・トピックス

9
月
8
日
　
丸
山
神
社
　
八
朔
大
祭

9
月
23
日
　
山
口
郵
便
局
長
杯

�

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月
10
日
　
山
口
地
区
秋
季
Ｇ
Ｇ
大
会

11
月
4
日
　
山
口
公
民
館
文
化
祭
　
写
真
ク
ラ
ブ

　「
コ
ミ
セ
ン
寄
席
」
が
10
月
6

日
、
北
六
甲
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
北
六
甲
台
校
区
の
連
合
福

寿
会
主
催
に
よ
る
第
3
回
目
の
催

し
で
す
。

　
初
回
は
、令
和
元
年
に
行
わ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
コ

ロ
ナ
禍
で
令
和
２
年
か
ら
同
４
年

ま
で
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の

要
望
が
多
く
、
令
和
５
年
か
ら
再

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
も
、大
阪
「
城
北
迷
人
会
」

に
よ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
で
す
。

男
性
2
人
と
女
性
3
人
の
は
な
し

家
と
出
ば
や
し
の
合
計
6
人
で

す
。

　
演
目
は
、「
猫
と
金
魚
」「
熊
の

皮
」「
ち
り
と
て
ち
ん
」「
食
通
夜
」

「
鷺
取
り
」
の
5
題
で
す
。

　
高
座
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
と

し
て
い
る
演
目
と
思
わ
れ
、
参
加

者
約
60
人
の
笑
い
を
そ
れ
ぞ
れ
が

獲
得
し
て
い
ま
し
た
。

　
13
時
半
か
ら
3
時
間
の
催
し
で

す
が
、
中
入
り
が
あ
り
、
高
齢
者

に
配
慮
し
た
笑
い
の
絶
え
な
い
行

事
で
し
た
。

　
公
智
神
社
の
秋
祭
り
は
、
毎
年

10
月
の
第
2
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
。昨
年
は
10
月
13
日
で
し
た
。

　
10
時
30
分
に
例
大
祭
の
儀
式
が

斎
行
さ
れ
、
神
社
の
境
内
で
は
太

鼓
や
笛
に
よ
る
雅
楽
の
演
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
地
元
の

各
地
区
か
ら
選
ば
れ
、
お
は
ら
い

　
正
午
に
山
口
太
鼓
の
奉
納
演
奏

ご
ろ
に
御
旅
所
で
祭
事
が
行
わ

れ
、
猿さ

る
田た

彦ひ
こ

大
神
の
先
導
で
神
輿

が
公
智
神
社
に
宮
入
り
を
し
ま

す
。

て
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
打
ち
上
げ
て
宮

入
り
は
終
了
で
す
。

で
身
を
清
め
た
人
が
境
内
で
神み

こ
し輿

を
完
成
さ
せ
ま
す
。
神
社
の
周
り

は
徐
々
に
夜
店
の
準
備
が
始
ま
り

ま
し
た
。

や
名
来
の
神
楽
が
あ
り
13
時
ご
ろ

に
神
幸
祭
の
た
め
神
輿
が
御
旅
所

に
向
か
っ
て
出
発
し
ま
す
。
14
時

　
そ
の
後
、
各
地
区
を
練
り
歩
い

て
地
元
住
民
に
そ
の
雄
姿
を
見

せ
、御
旅
所
に
集
ま
っ
た
下
山
口
、

上
山
口
、
金
仙
寺
、
中
野
、
名
来

5
地
区
7
台
の
だ
ん
じ
り
が
、
公

智
神
社
に
向
け
て
勇
壮
に
宮
入
り

し
ま
し
た
。
最
後
に
、
名
来
の
だ

ん
じ
り
が
宮
入
り
し
て
だ
ん
じ
り

を
担
ぎ
落
と
し
、
そ
の
場
を
締
め

　
秋
祭
り
は
地
域
の
人
々
が
公
智

神
社
を
中
心
に
集
ま
り
、
楽
し
く

地
域
の
祭
り
を
共
有
で
き
る
機
会

で
す
。
次
回
も
楽
し
み
で
す
。

公
智
神
社
の
秋
祭
り

例大祭の儀式

モダンバレー（藤田佳代舞踊研究所）

ラブ・ステップ

連合福寿会会長・国田順三氏のあいさつ

出演者の皆さん

北六甲台小学校地区ハザードマップ

神輿の完成

神輿の宮入り

総代、宮司の先導

御旅所の祭事

クラッカーの打ち上げ

　「
き
た
ろ
く
里
山
音
楽
祭
２
０

２
４
秋
」
が
、
9
月
26
日
に
山
口

客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
山
口
子
ど
も
太
鼓
ク

ラ
ブ
〝
祭
〟
の
力
強
い
太
鼓
演
奏

で
始
ま
り
、
モ
ダ
ン
バ
レ
ー
、
箏

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
ボ
ー
カ
ル
バ
ン
ド
、
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
と
続
き
、
最
後
は
、
み

ん
な
で
踊
ろ
う
（
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
）

で
し
た
。
全
て
の
出
演
者
は
ア
マ

チ
ュ
ア
で
す
が
、
会
場
に
足
を
運

ん
で
き
た
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
う

た
め
に
、
日
頃
の
努
力
を
惜
し
み

　
防
災
ま
ち
あ
る
き
講
座
が
10
月

16
日
の
9
時
～
12
時
と
19
日
の
10

時
～
12
時
の
2
回
に
分
け
て
、
西

宮
市
立
北
六
甲
台
小
学
校
4
年
生

を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
目
的

は
、
児
童
に
よ
る
北
六
甲
台
地
区

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
で
、
主

催
は
き
た
ろ
く
ベ
ー
ス
（
北
六
甲

台
地
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
）
で
す
。

　
移
動
目
的
場
所
は
北
六
甲
台
小

学
校
校
区
内
の
平
尻
公
園
周
辺
、

新
天
上
橋
周
辺
、
有
馬
病
院
周
辺

の
3
カ
所
で
す
。
危
険
と
思
わ
れ

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
消
火
栓
、
自
動

販
売
機
、
防
火
水
槽
、
鉄
塔
、
階

段
の
損
傷
、
避
難
場
所
、
側
溝
、

用
水
路
な
ど
の
写
真
撮
影
を
し
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。当
日
の
開
演
時
間
は
、

9
時
～
16
時
ま
で
。途
中
、

昼
休
憩
を
挟
ん
で
午
後
は

12
時
40
分
か
ら
再
開
し
ま

し
た
。

　
午
前
と
午
後
で
合
計
14

組
の
出
演
者
が
、
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
た
音
楽
志
向
で
観

き
た
ろ
く
里
山
音
楽

き
た
ろ
く
里
山
音
楽

  

２
０
２
４
　
秋

２
０
２
４
　
秋

な
く
、
今
回
の
音
楽
祭

に
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
で
10
回
目
と
な

る
音
楽
祭
。
山
口
地
域

の
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
確
実
に
定
着
し
、

次
年
度
も
楽
し
く
、
華

や
か
な
音
楽
祭
が
期
待

で
き
ま
す
。

防
災
ま
ち
あ
る
き

コ
ミ
セ
ン
寄
席

コ
ミ
セ
ン
寄
席
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家庭での生活が困難な60歳以上の方が低料金でサービスが受けられる

- - -問い合わせ

高台に立ち、絶景が望める空気のきれいなところ

広告

セントポーリア愛の郷
特別養護老人ホーム
社会福祉法人緑峯会入居者募集入居者募集

施設見学
大歓迎！

笑顔で対応します！
受付時間　9:00～17:00

078-907-1165（担当：西垣）
兵庫県西宮市山口町上山口 1584-1

食事がおいしい
（料理療法も盛んです）

● 特養 １１０床・ショートステイ 10床

● 全室個室 ： トイレ、洗面完備

● ユニット型 ： １０名程度のなじみのグループで生活
楽しい音楽療法、イベント充実
（音楽療法士３名が対応）

広告

やまぐち・トピックスやまぐち・トピックス

9
月
8
日
　
丸
山
神
社
　
八
朔
大
祭

9
月
23
日
　
山
口
郵
便
局
長
杯

�

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月
10
日
　
山
口
地
区
秋
季
Ｇ
Ｇ
大
会

11
月
4
日
　
山
口
公
民
館
文
化
祭
　
写
真
ク
ラ
ブ

　「
コ
ミ
セ
ン
寄
席
」
が
10
月
6

日
、
北
六
甲
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
北
六
甲
台
校
区
の
連
合
福

寿
会
主
催
に
よ
る
第
3
回
目
の
催

し
で
す
。

　
初
回
は
、令
和
元
年
に
行
わ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
コ

ロ
ナ
禍
で
令
和
２
年
か
ら
同
４
年

ま
で
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の

要
望
が
多
く
、
令
和
５
年
か
ら
再

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
も
、大
阪
「
城
北
迷
人
会
」

に
よ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
で
す
。

男
性
2
人
と
女
性
3
人
の
は
な
し

家
と
出
ば
や
し
の
合
計
6
人
で

す
。

　
演
目
は
、「
猫
と
金
魚
」「
熊
の

皮
」「
ち
り
と
て
ち
ん
」「
食
通
夜
」

「
鷺
取
り
」
の
5
題
で
す
。

　
高
座
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
と

し
て
い
る
演
目
と
思
わ
れ
、
参
加

者
約
60
人
の
笑
い
を
そ
れ
ぞ
れ
が

獲
得
し
て
い
ま
し
た
。

　
13
時
半
か
ら
3
時
間
の
催
し
で

す
が
、
中
入
り
が
あ
り
、
高
齢
者

に
配
慮
し
た
笑
い
の
絶
え
な
い
行

事
で
し
た
。

　
公
智
神
社
の
秋
祭
り
は
、
毎
年

10
月
の
第
2
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
。昨
年
は
10
月
13
日
で
し
た
。

　
10
時
30
分
に
例
大
祭
の
儀
式
が

斎
行
さ
れ
、
神
社
の
境
内
で
は
太

鼓
や
笛
に
よ
る
雅
楽
の
演
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
地
元
の

各
地
区
か
ら
選
ば
れ
、
お
は
ら
い

　
正
午
に
山
口
太
鼓
の
奉
納
演
奏

ご
ろ
に
御
旅
所
で
祭
事
が
行
わ

れ
、
猿さ

る
田た

彦ひ
こ

大
神
の
先
導
で
神
輿

が
公
智
神
社
に
宮
入
り
を
し
ま

す
。

て
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
打
ち
上
げ
て
宮

入
り
は
終
了
で
す
。

で
身
を
清
め
た
人
が
境
内
で
神み

こ
し輿

を
完
成
さ
せ
ま
す
。
神
社
の
周
り

は
徐
々
に
夜
店
の
準
備
が
始
ま
り

ま
し
た
。

や
名
来
の
神
楽
が
あ
り
13
時
ご
ろ

に
神
幸
祭
の
た
め
神
輿
が
御
旅
所

に
向
か
っ
て
出
発
し
ま
す
。
14
時

　
そ
の
後
、
各
地
区
を
練
り
歩
い

て
地
元
住
民
に
そ
の
雄
姿
を
見

せ
、御
旅
所
に
集
ま
っ
た
下
山
口
、

上
山
口
、
金
仙
寺
、
中
野
、
名
来

5
地
区
7
台
の
だ
ん
じ
り
が
、
公

智
神
社
に
向
け
て
勇
壮
に
宮
入
り

し
ま
し
た
。
最
後
に
、
名
来
の
だ

ん
じ
り
が
宮
入
り
し
て
だ
ん
じ
り

を
担
ぎ
落
と
し
、
そ
の
場
を
締
め

　
秋
祭
り
は
地
域
の
人
々
が
公
智

神
社
を
中
心
に
集
ま
り
、
楽
し
く

地
域
の
祭
り
を
共
有
で
き
る
機
会

で
す
。
次
回
も
楽
し
み
で
す
。

公
智
神
社
の
秋
祭
り

例大祭の儀式

モダンバレー（藤田佳代舞踊研究所）

ラブ・ステップ

連合福寿会会長・国田順三氏のあいさつ

出演者の皆さん

北六甲台小学校地区ハザードマップ

神輿の完成

神輿の宮入り

総代、宮司の先導

御旅所の祭事

クラッカーの打ち上げ

　「
き
た
ろ
く
里
山
音
楽
祭
２
０

２
４
秋
」
が
、
9
月
26
日
に
山
口

客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
山
口
子
ど
も
太
鼓
ク

ラ
ブ
〝
祭
〟
の
力
強
い
太
鼓
演
奏

で
始
ま
り
、
モ
ダ
ン
バ
レ
ー
、
箏

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
ボ
ー
カ
ル
バ
ン
ド
、
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
と
続
き
、
最
後
は
、
み

ん
な
で
踊
ろ
う
（
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
）

で
し
た
。
全
て
の
出
演
者
は
ア
マ

チ
ュ
ア
で
す
が
、
会
場
に
足
を
運

ん
で
き
た
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
う

た
め
に
、
日
頃
の
努
力
を
惜
し
み

　
防
災
ま
ち
あ
る
き
講
座
が
10
月

16
日
の
9
時
～
12
時
と
19
日
の
10

時
～
12
時
の
2
回
に
分
け
て
、
西

宮
市
立
北
六
甲
台
小
学
校
4
年
生

を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
目
的

は
、
児
童
に
よ
る
北
六
甲
台
地
区

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
で
、
主

催
は
き
た
ろ
く
ベ
ー
ス
（
北
六
甲

台
地
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
）
で
す
。

　
移
動
目
的
場
所
は
北
六
甲
台
小

学
校
校
区
内
の
平
尻
公
園
周
辺
、

新
天
上
橋
周
辺
、
有
馬
病
院
周
辺

の
3
カ
所
で
す
。
危
険
と
思
わ
れ

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
消
火
栓
、
自
動

販
売
機
、
防
火
水
槽
、
鉄
塔
、
階

段
の
損
傷
、
避
難
場
所
、
側
溝
、

用
水
路
な
ど
の
写
真
撮
影
を
し
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。当
日
の
開
演
時
間
は
、

9
時
～
16
時
ま
で
。途
中
、

昼
休
憩
を
挟
ん
で
午
後
は

12
時
40
分
か
ら
再
開
し
ま

し
た
。

　
午
前
と
午
後
で
合
計
14

組
の
出
演
者
が
、
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
た
音
楽
志
向
で
観

き
た
ろ
く
里
山
音
楽

き
た
ろ
く
里
山
音
楽

  

２
０
２
４
　
秋

２
０
２
４
　
秋

な
く
、
今
回
の
音
楽
祭

に
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
で
10
回
目
と
な

る
音
楽
祭
。
山
口
地
域

の
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
確
実
に
定
着
し
、

次
年
度
も
楽
し
く
、
華

や
か
な
音
楽
祭
が
期
待

で
き
ま
す
。

防
災
ま
ち
あ
る
き

コ
ミ
セ
ン
寄
席

コ
ミ
セ
ン
寄
席
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徳
風
会
主
催
の
令
和
6
年
度
山

口
町
内
出
身
戦
没
者
慰
霊
祭
が
、

9
月
22
日
の
10
時
か
ら
、
山
口
町

徳
風
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
仏
式
で
す
。

　
山
口
町
の
慰
霊
行
事
は
古
く
、

明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
の
西
南

の
役
の
慰
霊
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
、

当
時
の
山
口
国
民
小
学
校
校
庭
の

南
西
に
旌せ

い
忠ち
ゅ
う

碑ひ

を
建
立
。
昭
和
16

（
１
９
４
１
）
年
に
は
忠ち

ゅ
う

霊れ
い

塔と
う

が

並
ぶ
形
で
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
旌

忠
碑
は
、
後
に
下
山
口
4
丁
目
の

御
旅
所
に
移
設
さ
れ
、
忠
霊
塔
は

昭
和
18
年
春
に
完
成
し
て
山
口
小

学
校
の
校
庭
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
22
年
、
敗
戦
に
伴

う
政
教
分

離
政
策
を

受
け
て
、

上
山
口
字

尼
の
子
山

に
移
設
を

開
始
。
昭

和
23
年
に

は
移
設
が

完
了
し
現

在
に
至
り

ま
す
。

公
民
館　　だ

よ
り

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

に
予
定
さ
れ
た
公
智
神
社
の
秋
祭

り
の
宵よ

い
宮み
や
に
備
え
た
3
台
の
だ
ん

じ
り
の
細
工
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
説
明
を
聞
い
た
り
、
そ
の
雄

姿
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
古
代
衣
装
行
列
が

山
口
セ
ン
タ
ー
に
到
着
す
る
と
、

　
山
口
地
域
で
開
催
さ
れ
た
秋
の

イ
ベ
ン
ト
、「
西
宮
山
口
ア
ル
キ

ナ
ー
レ
２
０
２
４
」
が
、
10
月
12

日
の
13
時
に
幕
が
上
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
金
仙
寺
地
区
を
通
り
、

樋
ノ
谷
歩
道
橋
か
ら
山
口
地
域
の

絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

山口ホールでの注意事項説明

散策コース

戦
没
者
慰
霊
祭

健脚コース

山口町郷土資料館を見学する
石井西宮市長

古代衣装の子どもたち

孝徳帝の古代衣装行列 名来地区（畑山の右に丸山）

すみれ台
（畑山を背に、左に丸山）船坂（右に畑山、丸山は見えません）

3台のだんじり

　
ぼ
く
は
、
お
散
歩
と
川
遊
び

が
大
好
き
な
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
・

レ
ト
リ
バ
ー
で
す
！

　
お
姉
ち
ゃ
ん
を
駅
ま
で
見
送

り
、
マ
マ
と
お
散
歩
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
‼

�

田
中
り
ょ
う
ま
（
3
歳
）

広告

発　行
山口地域コミュニテイ

編　集
宮っ子山口版
編集委員会

第11回

ふ
る
さ
と
再
発
見

　
今
回
は
、「
歴
史
と
自
然
を
満

喫
す
る
」
と
銘
打
ち
、
丸
山
健
脚

コ
ー
ス
約
6.5
㎞
と
、
山
口
散
策

コ
ー
ス
約
4
㎞
に
分
か
れ
て
秋
の

山
口
地
域
を
満
喫
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。
当
日
は
、
気
温
が
28
度

に
な
る
ほ
ど
の
夏
日
で
し
た
が
、

木
陰
に
入
る
と
風
が
さ
わ
や
か
に

感
じ
る
日
で
し
た
。

　
山
口
散
策
コ
ー
ス
は
、
山
口
地

域
の
田
園
風
景
の
一
つ
で
あ
る
西

川
沿
い
を
歩
き
、
す
み
れ
台
前
の

道
を
上
山
口
方
面
に
歩
き
ま
す
。

▽
冬
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会

日

　時
：
1
月
11
日
㈯

　
　
　　
11
時
～
11
時
半

場

　所
：
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

対

　象
：�

0
歳
か
ら
の
子
と
保
護
者

申
し
込
み
：
不
要
　
自
由
参
加

▽
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

日

　時
：�

1
月
15
日
㈬
～
18
日
㈯

　
　
　　
15
時
～
16
時
半

　
　
15
日
㈬
ふ
う
せ
ん
ボ
ー
ル

　
　
16
日
㈭
プ
ラ
バ
ン

　
　
17
日
㈮
ス
ラ
イ
ム

　
　
18
日
㈯
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ

場

　所
：
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

対

　象
：
4
歳
～
小
学
生

申
し
込
み
：�

不
要
　
先
着
順
・
先
着

30
人

詳
細
は
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８・

９
０
４・

２
０
５
５

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 

丸
山
と
畑
山
の
位
置
に
つ
い
て

　
山
口
地
域
の
各
地
区
か
ら
丸
山

と
畑
山
を
眺
め
る
と
、
見
え
る
位

置
が
変
化
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
に
山
口
小
学
校

で
写
生
の
授
業
が
あ
り
、
丸
山
と

畑
山
を
描
い
た
児
童
が
、
畑
山
の

前
に
丸
山
が
位
置
す
る
風
景
を
描

き
ま
し
た
。
他
の
地
区
の
人
か
ら

「
山
の
配
置
が
お
か
し
い
」
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
丸
山
と
畑
山
は
、
丸
山
ダ
ム
を

挟
ん
で
少
し
だ
け
離
れ
て
お
り
、

見
る
場
所
で
見
え
る
位
置
が
異
な

り
ま
す
。
名
来
地
区
で
は
右
に
丸

山
の
峰
が
見
え
て
、
左
側
に
畑
山

の
峰
が
見
え
る
よ
う
で
す
。

　
各
地
区
の
写
真
の
よ
う
に
、
な

じ
み
の
山
の
見
え
る
位
置
が
変
わ

る
こ
と
は
、
山
口
地
域
で
暮
ら
す

人
々
に
と
っ
て
小
さ
な
楽
し
み
で

も
あ
り
ま
す
。

▼
新
春
の
集
い
【
山
口
寄
席
】

　
1
月
15
日
㈬
14
時
～
15
時
半

　
・
参
加
費
：
無
料

　
・
対
　
象
：
一
般

　
・
先
　
着
：
１
３
０
人

　
・
出
　
演
：
笑
福
亭
恭
瓶
　
他

▼
大
河
ド
ラ
マ
【
べ
ら
ぼ
う
】

　
1
月
26
日
㈰
13
時
半
～
15
時
半

　
・
参
加
費
：
無
料

　
・
対
　
象
：
一
般

　
・
先
　
着
：
40
人

　
・
講
　
師
：
春
風
公
民
館

　
　
　
　
　
　
霜
澤
喜
代
子
さ
ん

　
1
月
の
講
座
は
12
月
か
ら
申
し

込
み
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

☎
０
７
８・

９
０
４・

０
２
８
７

　
さ
ら
に
、
山
口
町
郷
土
資
料
館

で
、
竹
あ
か
り
や
古
代
衣
装
の
見

学
、
山
口
地
域
の
歴
史
を
見
て
、

出
発
地
点
の
山
口
セ
ン
タ
ー
に
戻

り
ま
す
。

　
健
脚
コ
ー
ス
は
、
富
士
山
の
約

10
分
の
１
の
高
さ
を
誇
る
丸
山
に

孝
徳
帝
に
扮ふ

ん
し
た
石
井
登
志
郎
西

宮
市
長
を
先
頭
に
3
台
の
だ
ん
じ

り
が
後
を
追
い
、
公
智
神
社
に
宮

入
り
し
て
記
念
撮
影
が
で
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
晴
れ
渡
る
絶
好
の
行
楽

日
和
と
な
り
、
参
加
者
は
軽
い
疲

れ
を
楽
し
む
よ
う
に
帰
路
に
就
い

て
い
ま
し
た
。

西
宮
山
口
ア
ル
キ
ナ
ー
レ
特
集

西
宮
山
口
ア
ル
キ
ナ
ー
レ
特
集

ア
タ
ッ
ク
す
る
コ
ー
ス
で
す
。
山

口
セ
ン
タ
ー
を
13
時
40
分
に
出
発

し
、
有
馬
川
緑
道
を
通
っ
て
秋
の

気
配
を
感
じ
、
金
仙
寺
湖
を
眺
め

な
が
ら
、
一
気
に
丸
山
山
頂
を
目

指
し
ま
す
。そ
の
後
は
、散
策
コ
ー

ス
の
後
を
追
う
よ
う
に
山
口
町
郷

土
資
料
館
で
見
学
を
行
い
山
口
セ

ン
タ
ー
に
戻
り
ま
す
。

　
山
口
セ
ン
タ
ー
前
で
は
、
翌
日

戦
没
者
慰
霊
祭

山
口
の
風
景

　
下
山
口
地
区
で
は
名
来
地
区
と

同
じ
く
右
に
丸
山
が
あ
り
、
左
後

ろ
に
畑
山
の
峰
が
望
め
ま
す
。

　
上
山
口
地
区
で
は
畑
山
を
バ
ッ

ク
に
丸
山
が
前
に
見
ら
れ
、
す
み

れ
台
地
区
か
ら
の
眺
望
は
左
に
丸

山
、右
に
畑
山
の
峰
が
見
え
ま
す
。

な
お
、
畑
山
山
頂
に
は
通
信
用
ア

ン
テ
ナ
が
あ
り
、識
別
で
き
ま
す
。

畑山畑山

畑山畑山
丸山丸山

畑山畑山
丸山丸山

西宮市山口町下山口 5－17－13
リバティービル 1階

各種健康保険取扱い
自賠責（交通事故）、労災保険適用

TEL078－907－5388
骨折、脱臼、打撲、捻挫
挫傷（肉離れ）、その他スポーツ等
での怪我全般

診療時間
（午前）8：00～13：00
（午後）15：00～20：00

月
○
○

火
○
○

水
○
休

木
○
○

金
○
○

土
○
○

日
休
休
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至 宝塚

コープ

北六甲台
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不動寺
有馬川
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天上橋
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